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ふ か ん

巻頭言俯瞰

私
は
、
い
ま
八
十
歳
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今

更
、
祝
う
べ
き
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、
最
近
、
存
在
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た

文
書
等
を
思
わ
ぬ
こ
と
か
ら
読
む
機
会
を
得

て
、
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
と
い
う
嬉
し
い
経

験
を
し
ま
し
た
。
以
下
、
い
く
つ
か
例
を
述
べ

ま
す
が
、
労
研
ら
し
く
敬
称
は
略
し
ま
す
。

１
９
１
０
年
に
生
ま
れ
た
私
の
父
・
斉
藤
一

は
、
１
９
３
５
年
に
東
大
医
学
部
を
卒
後
、
直

ち
に
大
先
輩
の
暉
峻
義
等
が
率
い
る
倉
敷
労
働

科
学
研
究
所（
以
下
、労
研
）に
入
所
し
ま
し
た
。

農
村
医
学
の
泰
斗
、
若
月
俊
一
と
大
学
同
期
で

す
。
父
は
、
労
研
一
途
に
研
究
員
、
顧
問
等
を

歴
任
し
、
２
０
１
４
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

享
年
104
歳
。

倉
敷
労
研
か
ら
祖
師
谷
労
研
へ

私
は
、
倉
敷
か
ら
世
田
谷
区
祖
師
谷
に
移
転

し
て
い
た
労
研
の
二
間
の
社
宅
で
、
斉
藤
一
と

美
知
子
を
父
母
に
、
１
９
４
４
年
に
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。
東
北
地
方
で
学
生
や
教
員
生
活
を

過
ご
し
、
１
９
８
２
年
に
妻
の
治
子
等
、
家
族

と
も
ど
も
老
い
た
父
母
の
も
と
に
戻
り
ま
し

た
。
十
年
以
上
前
に
両
親
を
見
送
り
、
私
自
身

も
余
命
を
知
り
、
実
家
に
残
る
父
母
の
遺
品
を

整
理
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

父
・
斉
藤
一
の
遺
品
整
理

我
が
家
に
は
、
父
の
蔵
書
の
ド
イ
ツ
語
や
ラ

テ
ン
語
等
の
医
学
書
も
多
く
、
以
前
、
医
学
書

を
引
き
と
る
古
書
店
を
ネ
ッ
ト
で
探
し
、
段

ボ
ー
ル
数
箱
で
送
り
ま
し
た
が
、
活
用
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
し
た
。私
自
身
の
人
間
工
学
や
、

父
の
労
働
科
学
に
関
係
す
る
膨
大
な
書
籍
類

は
、
先
方
の
了
解
を
得
て
産
業
医
大
と
労
研
に

宛
て
、宅
配
便
十
箱
で
引
取
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

斉
藤
一
の
遺
品
整
理
を
し
て
い
る
な
か
で
、

私
が
感
銘
し
た
文
書
が
二
、
三
あ
り
ま
す
。
桐

原
葆
見
が
、
重
篤
な
病
に
臥
し
て
い
る
旧
友
石

川
知
福
と
の
最
後
の
別
れ
際
に
、〝
死
ん
だ
あ

と
に
の
こ
し
た
い
か
ら
（
199
頁
）〞
と
仰
臥
し

た
石
川
に
頼
ま
れ
た
遺
稿
を
ま
と
め
た
〝
随
想

（
昭
和
26
年
労
研
発
行
）〞
が
そ
の
一
つ
で
す
。

石
川
知
福
と
桐
原
葆
見
の
随
想

旧
制
松
山
中
学
出
身
の
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人

で
も
あ
る
石
川
知
福
は
、
桐
原
葆
見
と
倉
敷
労

研
の
同
僚
で
友
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。桐
原
は
、

随
想
の
あ
と
が
き
で
石
川
を
評
し
、〝
け
ん
虚

で
あ
っ
た
が
故
に
ゆ
た
か
で
あ
っ
た
こ
の
友
の

心
の
姿
は
、
い
つ
ま
で
も
私
に
安
ら
か
な
愉
し

い
思
い
出
で
あ
る
（
200
頁
）。〞
と
記
し
ま
し
た
。

随
想
の
巻
末
に
は
、
跋
と
し
て
義
等
が
、 〝
こ

の
小
冊
子
が
石
川
君
が
私
に
遺
し
て
く
れ
た
最

良
の
「
か
た
み
」
に
な
っ
た
（
197
頁
）〞
と
記

し
て
い
ま
す
。
暉
峻
・
石
川
・
桐
原
は
、
倉
敷

労
研
発
足
時
の
同
僚
で
し
た
。

義
等
は
こ
の
跋
で
、
義
等
ら
し
か
ら
ぬ
弱
音

を
吐
露
し
て
い
ま
す
。
曰
く
、〝
わ
が
親
愛
な

る
同
僚
は
何
故
か
労
働
科
学
と
い
う
言
葉
を
学

問
の
言
葉
と
し
て
使
っ
た
人
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
…
私
は
そ
れ
を
限
り
な
く
淋
し
く
思
ひ

つ
ヾ
け
て
来
た
の
で
あ
る
。（
196
頁
）〞。石
川
は
、

旧
制
第
七
高
等
学
校
、
東
大
医
学
部
生
理
学
教

室
、
倉
敷
労
研
と
、
義
等
の
後
を
追
っ
た
後
輩

で
し
た
。
石
川
を
追
悼
す
る
跋
の
執
筆
に
、
義

等
は
、
思
わ
ず
鎧よ
ろ
い
を
脱
い
だ
よ
う
に
私
に
は
思

え
ま
す
。

心
に
残
っ
た
他
の
一
つ
の
文
書
は
、
義
等
が

学
生
の
と
き
生
ま
れ
た
暉
峻
凌
三
が
、
義
等
の

没
後
に
著
し
た
次
の
文
書
で
す
。

暉
峻
凌
三
が
語
る
父
・
義
等
の
こ
と

父
・
暉
峻
義
等
の
こ
と
（
１
、
２
、
３
・
完
）

を
表
題
と
し
た
義
等
の
長
男
、
暉
峻
凌
三
の
別

刷
り
が
遺
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
表
紙
に
留
め
た

凌
三
の
名
刺
に
、〝
斉
藤
一
先
生
　
日
本
労
働

協
会
勤
務
の
旧
友
に
強
制
さ
れ
て
書
い
た
雑
文

で
あ
り
ま
す
が
…
。『
労
働
資
料
』（
日
本
労
働

協
会
刊
行
、68
年
３
月
〜
５
月
）複
写
　
11
／
Ｖ
、

‘68
）〞
と
凌
三
の
メ
モ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
資

料
は
、
現
在
の
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の

暉
峻
義
等
さ
ん
を
葬
っ
た
総
墓
に
想
う�

斉
藤

　進

さ
い
と
う
　す
す
む

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所
　

主
管
研
究
員

Ｉ
Ｅ
Ａ
国
際
人
間
工
学
連
合
フ
ェ
ロ
ー

（253 ）



2 労働の科学　79巻５号　2024年

労
働
図
書
館
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

凌
三
が
遺
し
た
こ
の
資
料
で
、
在
野
の
〝
街

頭
の
学
〞
を
謳
っ
て
い
た
義
等
を
彷
彿
と
さ
せ

る
個
所
も
多
く
、以
下
、同
資
料

No. 

39
、
９
頁

の
一
部
を
抜
粋
、
転
記
し
ま
す
。

・
義
等
は
、
１
９
３
０
〜
１
９
３
１
年
ご
ろ
、

東
大
衛
生
学
教
授
の
横
手
千
代
之
助
の
後
任

に
擬
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
１
９
３
１
年
に
シ

ベ
リ
ヤ
経
由
、
陸
路
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
際
産

業
医
学
会
議
に
出
た
。
広
漠
た
る
原
野
を
行

く
旅
行
の
途
次
、
父
は
じ
ぶ
ん
が
官
学
教
授

な
ど
に
向
く
人
間
で
は
な
い
と
熟と
く

と
お
も
い

到
り
、
生
涯
を
労
研
と
命
運
を
偕と
も

に
す
る
こ

と
に
決
心
し
た
、
と
い
う
私
信
を
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
か
ら
家
族
に
発
し
て
い
る
。

・
父
は
官
途
に
就
い
た
こ
と
は
な
い
。
…
結
果

と
し
て
太
平
洋
戦
争
に
協
力
し
、
公
職
追
放

に
遭
っ
た
。

・
遺
族
は
義
等
の
墓
を
設
け
ず
和
田
掘
本
願
寺

の
「
総
墓
」（
コ
ミ
ュ
ー
ン
）
に
葬
っ
た
。
経

済
的
理
由
も
あ
る
が
、
同
朋
と
の
談
合
を
愉

み
と
し
た
人
間
好
き
の
義
等
に
ふ
さ
わ
し

い
、
と
も
か
ん
が
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
は
、
義
等
の
長
男
で
当
時
、
東
洋
大
学

哲
学
教
授
の
凌
三
が
、
父
・
義
等
に
つ
い
て
遺

し
た
文
書
か
ら
の
転
記
で
す
。
な
お
義
等
は
、

享
年
77
歳
で
、
義
等
と
人
間
と
し
て
の
親
交
が

あ
っ
た
と
自
ら
言
う
森
戸
辰
男
労
研
理
事
長

等
々
に
、
所
葬
で
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

卒
業
証
書
と
医
師
免
許
証

最
後
に
、
母
が
保
管
し
て
い
た
筒
入
り
の
父

の
卒
業
証
書
と
医
師
免
許
証
に
つ
き
述
べ
ま

す
。
今
回
の
遺
品
整
理
で
、
そ
の
存
在
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
父
は
、
自
分
は
医
者
で
は
な

く
研
究
者
だ
と
、
割
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
お

ぼ
ろ
げ
で
す
が
、
私
に
は
、
父
が
軍
医
だ
っ
た

太
平
洋
戦
争
か
ら
労
研
内
の
我
が
家
に
復
員
し

て
き
た
風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
復
員
後
、

父
か
ら
戦
争
で
の
体
験
や
医
者
で
あ
る
こ
と

を
、
私
は
ひ
と
言
も
聞
い
た
覚
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
者
は
食
い
は
ぐ
れ
が
な
い
と
、
母
か
ら

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
労
研

社
宅
で
肉
な
ど
め
っ
た
に
み
な
い
貧
乏
生
活
の

我
が
家
で
は
、
母
の
食
い
は
ぐ
れ
が
な
い
と
い

う
の
は
、ま
っ
た
く
迫
力
に
欠
け
て
い
ま
し
た
。

魚
屋
さ
ん
や
大
相
撲
力
士
に
憧
れ
て
い
た
幼
い

私
に
と
り
、
医
者
は
食
え
な
い
代
表
的
な
職
業

で
し
た
。

今
回
、
初
見
し
た
斉
藤
一
の
卒
業
証
書
と
医

師
免
許
証
を
並
べ
て
み
て
、
不
思
議
に
思
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

卒
業
証
書
に
は
、
斉
藤 

一
　
東
京
帝
国
大

学
医
学
部
規
程
ニ
依
リ
医
学
科
ノ
学
士
試
験
ニ

合
格
シ
タ
リ
仍
テ
之
ヲ
証
ス
　
昭
和
十
年
三
月

三
十
一
日

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
長
従
三
位
勲
二
等
医

学
博
士
医
学
士 

永
井 

潜
、
及
び
同
大
学
総
長

正
四
位
勲
二
等
医
学
博
士
医
学
士 

長
與 

又
郎

の
角
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
医
師
免
許
証
は
、
千
葉
県 

斉
藤 

一

に
宛
て
、
昭
和
十
二
年
八
月
十
八
日
付
で
、　

角
印
が
押
さ
れ
た
内
務
大
臣 

馬
場 

鍈
一
、
内

務
省
衛
生
局
長 

狭
間 

茂
の
前
に
あ
る
本
文
が

次
で
す
（
写
真
）。

昭
和
十
年
三
月
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
に
於

テ
受
領
シ
タ
ル
医
学
科
卒
業
証
書
ヲ
審
査
シ
明

治
三
十
九
年
法
律
第
四
十
七
号
医
師
法
ニ
依
リ

医
師
タ
ル
コ
ト
ヲ
免
許
ス
仍
テ
此
ノ
証
ヲ
授
与

ス
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
文

で
は
、証
書
の
漢
字
は
新
字
体
で
記
し
ま
し
た
。

私
が
不
思
議
に
思
っ
た
の
は
、
内
務
省
が
、

東
京
帝
大
の
卒
業
証
書
を
審
査
し
、
医
師
免
許

を
与
え
て
い
る
と
い
う
文
面
で
す
。
医
学
教
育

と
医
師
資
格
付
与
制
度
は
、
幾
多
の
歴
史
的
変

遷
を
経
て
い
ま
す
（
坂
井
他
、
医
学
教
育
、

41
⑸

, p.337-346, 2010

）。
昭
和
十
年
代
と

い
う
軍
人
・
官
僚
国
家
の
時
代
故
で
し
ょ
う
か
。

官
学
が
対
等
で
は
な
い
関
係
は
、
医
学
部
長
や

学
長
等
、
東
京
帝
大
の
教
育
者
が
、
位
階
勲
等

を
誇
ら
し
げ
に
並
べ
て
い
る
こ
と
の
裏
返
し
に

も
思
え
ま
す
。
暉
峻
義
等
が
、
官
を
捨
て
て
民

に
徹
し
た
含
意
を
慮
り
、
改
め
て
義
等
に
敬
服

し
た
次
第
で
す
。

▲医師免許証

（254 ）


